
地域路線 時間帯 規制速度

国道３８号 郊外・市街地
法定速度(60km/h)

指定速度(50km/h)
10時～16時

平成3１年４月
富良野警察署

国道２３７号 12時～20時 郊外・市街地
法定速度(60km/h)

指定速度(50km/h)

富良野警察署の速度取締りの重点

富良野警察署管内の交通事故実態等

～平成31年１月１日から３月31日～

● 富良野警察署管内では交通死亡事故の発生はない。

● 人身事故は10件発生している

自治体別～富良野市６件・上富良野町３件・占冠村１件

事故類型別～出会い頭４件・追突２件・歩行者被害事故２件等

速度取締りのほか、市街地における交差点･シートベルト違反取締りを強化

重点以外の路線や時間帯であっても、必要に応じて取締りを実施します。

○ 過去５年間の４月から６月

人身交通事故発生状況を路

線別に比較すると市町村道

が最多となっている。

○ 傷害別では道道の発生件

数に占める重大事故の割

合が、他の路線に比べて高

い。

○ 過去５年間の４月から６月

時間帯別人身交通事故発生

状況を見ると

10時～11時台（R38）

14時～15時台（R38・R237）

にその多くが発生している。

○ 国道での夜間の発生は少

ない。
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国道３８号・２３７号時間帯別人身事故発生状況

（過去５年間 ４～６月）
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国道３８ 国道２３７ 道道 市町村道

路線別・傷害別の人身交通事故発生状況

（過去５年間 ４～６月）

死亡

重傷

軽傷

道路交通環境
◆ 国道38号及び237号は、市街地を通る主要な幹線道路で札幌、旭川、帯広等の主要都市に接続しているほか、道東道への接続経

路となっている。

◆ 国道38号及び237号では、追突事故が最も多く、次いで正面衝突事故の発生が多くなっている。

◆ 道道では、過去５年間（４月～７月）２件の交通死亡事故が発生しているほか、 市街地では、出会い頭事故が多く発生している。

◆ 管内免許人口の25％以上が高齢者であり、高齢運転者による事故の危険性も高い。

取締要望
◆ 自治体関係者や交通安全機関・団体から国道や観光道路における速度違反取締要望が寄せられている。

◆ 地域住民から一時停止違反等の交差点違反の取締要望が寄せられている。

その他の交通指導取締りの要点


